
MPLS ラベル配布プロトコルの実装

このモジュールでは、Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータでMPLSラベ
ル配布プロトコルを実装する方法について説明します。

マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）は、Internet Engineering Task Force（IETF）が推
進する標準ベースのソリューションで、インターネットおよび IPバックボーンをベストエフォー
ト型ネットワークからビジネスクラスのトランスポートメディアに変換します。

ラベルスイッチング機能を備えたMPLSにより、IPルートの検索の必要がなくなり、仮想回線
（VC）スイッチング機能が提供されます。これにより企業は、フレームリレーや ATMなどの
従来のネットワークの場合と同様のパフォーマンスを IPベースのネットワークサービスで実現
できます。

ラベル配布プロトコル（LDP）は、MPLS環境でラベル配布を実行します。LDPには次の機能が
あります。

• LDPは、ホップバイホップまたはダイナミックパスセットアップを実行します。エンド
ツーエンドスイッチングサービスは提供しません。

• LDPは、基礎となる Interior Gateway Protocol（IGP）ルーティングプロトコルを使用して、
ラベルをルートに割り当てます。

• LDPは、トラフィックエンジニアリングの LDP拡張機能を使用して、制約ベースのルー
ティングを提供します。

さらに、LDPは、ネットワークのコアに展開され、MPLSベースのレイヤ 2およびレイヤ 3バー
チャルプライベートネットワーク（VPN）で使用されるキープロトコルの 1つです。

MPLS LDP の実装機能の履歴

変更箇所リリース

この機能が導入されました。Release 3.7.2
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変更箇所リリース

次の機能のサポートが追加されました。

• IP LDP高速再ルーティングループフリー代替

•ダウンストリームオンデマンド

リリース 4.0.1

IGPルートのLDP Implicit Nullのサポートが追加されまし
た。

リリース 4.2.1

• Cisco MPLS LDPの実装の前提条件, 2 ページ

• Cisco MPLS LDPの実装に関する情報, 3 ページ

• MPLS LDPの実装方法 , 19 ページ

• MPLS LDPの実装の設定例, 61 ページ

• その他の参考資料, 71 ページ

Cisco MPLS LDP の実装の前提条件
これらの前提条件は、MPLS LDPの実装に必要です。

• Youmust be in a user group associated with a task group that includes the proper task IDs. The command
reference guides include the task IDs required for each command. If you suspect user group assignment
is preventing you from using a command, contact your AAA administrator for assistance.

• Cisco IOS XR softwareを実行している。

•複合ミニイメージおよびMPLSパッケージをインストールしている。

• IGPをアクティブにしている。

•ネイバーでの隣接ダウンの前にセッションダウンが発生するように、ネイバーなどのセッ
ション保持時間帯域幅を低くすることを推奨します。次に、helloタイムのデフォルト値を
示します。

•保持時間：15秒

•インターバル：5秒

たとえば、LDPセッションの保持時間は、holdtimeコマンドを使用して 30秒に設定できま
す。
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Cisco MPLS LDP の実装に関する情報
MPLS LDPを実装するには、次の概念を理解する必要があります。

ラベル配布プロトコルの概要

LDPは、MPLS環境でラベル配布を実行します。 LDPは、ホップバイホップまたはダイナミック
パスセットアップを使用しますが、エンドツーエンドスイッチングサービスは提供しません。

ラベルは、基礎となる IGPルーティングプロトコルにより選択されるルータに割り当てられま
す。ルータから接続されるラベルスイッチドパス（LSP）は、MPLSバックボーンを介して、ラ
ベル付きトラフィックを隣接ノードに転送します。

ラベルスイッチドパス

LSPは、MPLSを介してネットワークで作成されます。これらは、RSVPトラフィックエンジニ
アリング（TE）または LDPによりスタティックに作成できます。 LDPにより作成される LSP
は、エンドツーエンドパスではなく、ホップバイホップセットアップを実行します。

LDP コントロールプレーン
コントロールプレーンにより、ラベルスイッチルータ（LSR）は、潜在的なピアルータを検出
し、これらのピアとの LDPセッションを確立して、ラベルバインディング情報を交換します。

次の図は、LDPピア間で交換される制御メッセージを示します。

図 1：LDP 制御プロトコル

LDPは、hello検出メカニズムを使用して、そのネイバーまたはピアをネットワークで検出しま
す。 LDPは、インターフェイスでイネーブルされると、helloメッセージをリンクローカルマル
チキャストアドレスに送信し、特定のマルチキャストグループを結合して、特定のリンクの他の

LSRから helloを受信します。特定のリンクの LSRが、helloを受信すると、ネイバーが検出さ
れ、LDPセッション（TCPを使用）が確立されます。
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helloは、LDPセッションの検出およびトリガに使用されるだけでなく、LDPセッションの保
守にも必要です。特定のピアからの一定数の helloが連続して欠落すると、ピアが再び検出さ
れるまで、LDPセッションはダウンになります。

（注）

LDPは、targeted helloメカニズムを使用することで、マルチホップが可能な非リンクネイバーも
サポートします。この場合、helloは、ダイレクトユニキャストアドレスで送信されます。

セッション確立フェーズの最初のメッセージは、初期化メッセージで、セッションパラメータの

ネゴシエーションに使用されます。セッション確立後、LDPは、そのすべてのインターフェイス
アドレスのリストを、アドレスメッセージのピアに送信します。新しいアドレスが使用可能また

は使用不可になるかどうかに関係なく、それぞれ ADDRESSまたは ADDRESS_WITHDRAWメッ
セージを介して変更などがピアに通知されます。

MPLS LDPが IGPプレフィックスを学習すると、インバウンドラベルとしてラベルをローカルに
割り当てます。プレフィックスラベル間のローカルバインディングは、LABEL_MAPPINGメッ
セージを介してピアに伝達されます。バインディングが終了し、使用不可になると、

LABEL_WITHDRAWメッセージがすべてのピアに送信され、ピアは、LABEL_RELEASEメッセー
ジで応答します。

ピアから受信されたローカルラベルバインディングおよびリモートラベルバインディングは、

フォワーディングエントリの設定に使用されます。 IGPプロトコルおよび転送情報ベース（FIB）
からのルーティング情報を使用して、次のアクティブホップが選択されます。ラベルバインディ

ングは、ネクストホップピアから学習され、フォワーディングプレーンのセットアップ中にア

ウトバウンドラベルとして使用されます。

LDPセッションは、LDPキープアライブメカニズムを使用してアライブに維持され、LSRは、
キープアライブメッセージをそのピアに定期的に送信します。メッセージが受信されず、ピアか

らの一定のキープアライブメッセージが欠落すると、セッションはdeadと宣言され、すぐにダウ
ンになります。

関連トピック

LDPディスカバリパラメータの設定, （19ページ）
リンク上での LDPディスカバリの設定, （22ページ）
LDPリンクの設定：例, （62ページ）
アクティブな targeted helloの LDPディスカバリの設定, （24ページ）
パッシブな targeted helloの LDPディスカバリの設定, （26ページ）
targeted helloの LDPディスカバリの設定：例, （62ページ）

ラベルバインディングの交換

LDPは、MPLSパケットをMPLSネットワークのノード間で転送できるように、LSPを使用した
ホップバイホップパスのセットアップを実行します。
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次の図は、LSPセットアップのためのラベルバインディングの交換プロセスを示します。

図 2：ラベルスイッチドパスのセットアップ

ネットワーク（10.0.0.0）では、ホップバイホップLSPが各隣接ルータ（またはノード）間でセッ
トアップされます。各ノードは、ローカルラベルを割り当て、これをそのネイバーにバインディ

ングとして渡します。

1 R4は、ローカルラベルL4をプレフィックス 10.0.0.0に割り当て、これをそのネイバー（R3）
にアドバタイズします。

2 R3は、ローカルラベルL3をプレフィックス 10.0.0.0に割り当て、これをそのネイバー（R1、
R2、R4）にアドバタイズします。

3 R1は、ローカルラベルL1をプレフィックス 10.0.0.0に割り当て、これをそのネイバー（R2、
R3）にアドバタイズします。

4 R2は、ローカルラベルL2をプレフィックス 10.0.0.0に割り当て、これをそのネイバー（R1、
R3）にアドバタイズします。

5 R1のラベル情報ベース（LIB）は、ネイバーからのローカルおよびリモートラベルバインディ
ングを保持します。

6 R2の LIBは、ネイバーからのローカルおよびリモートラベルバインディングを保持します。

7 R3の LIBは、ネイバーからのローカルおよびリモートラベルバインディングを保持します。

8 R4の LIBは、ネイバーからのローカルおよびリモートラベルバインディングを保持します。

関連トピック

LDPネイバーのセットアップ, （31ページ）
LDPネイバーの設定：例, （64ページ）
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LDP 転送
ラベルバインディングが学習されると、LDPコントロールプレーンは、次の図に示すように、
MPLSフォワーディングプレーンを設定できます。

ラベルバインディングが学習されると、LDPコントロールプレーンは、この図に示すように、
MPLSフォワーディングプレーンを設定できます。

図 3：フォワーディングの設定

1 R3は、FIBで通知されるように、10.0.0.0のネクストホップなので、R1は、ラベルバインディ
ングを R3から選択して、フォワーディングエントリ（レイヤ 1、レイヤ 3）をインストール
します。

2 R3は、10.0.0.0のネクストホップなので（FIBで通知）、R2は、ラベルバインディングを R3
から選択して、フォワーディングエントリ（レイヤ 2、レイヤ 3）をインストールします。

3 R4は、10.0.0.0のネクストホップなので（FIBで通知）、R3は、ラベルバインディングを R4
から選択して、フォワーディングエントリ（レイヤ 3、レイヤ 4）をインストールします。

4 10.0.0.0のネクストホップは R4外なので（FIBで通知）、R4は、NO-LABELをアウトバウン
ドとして使用して、フォワーディングエントリ（レイヤ4）をインストールします。アウトバ
ウンドパケットは IPのみで転送されます。

5 入力 LSR R1の着信 IPトラフィックは、ラベルインポーズされ、ラベル L3のMPLSパケット
として転送されます。

6 入力 LSR R2の着信 IPトラフィックは、ラベルインポーズされ、ラベル L3のMPLSパケット
として転送されます。

7 R3は、ラベル L3のMPLSパケットを受信し、MPLSラベルフォワーディングテーブルで検
索して、このパケットをラベル L4のMPLSパケットとしてスイッチします。
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8 R4は、ラベル L4のMPLSパケットを受信し、MPLSラベルフォワーディングテーブルで検
索して、ラベルを削除する必要があると判断します。次に、トップラベルをポップして、これ

を IPフォワーディングプレーンに渡します。

9 IPフォワーディングは、パケットを継承して、転送します。

関連トピック

LDP転送のセットアップ, （34ページ）
LDP転送の設定：例, （64ページ）

LDP グレースフルリスタート
LDP（ラベル配布プロトコル）グレースフルリスタートは、コントロールプレーンメカニズムを
提供して、ハイアベイラビリティを保証し、ノンストップフォワーディング（NSF）サービス中
に障害を検出しリカバリできるようにします。グレースフルリスタートは、フォワーディングに

影響を与えずに、シグナリングおよびコントロールプレーンの障害から回復する方法です。

LDPグレースフルリスタートを使用しない場合、確立されたセッションで障害が発生すると、対
応するフォワーディングステートが、リスタートおよびピアノードからすぐに消去されます。

この場合、LDPフォワーディングは、最初から再起動するので、データおよび接続が失われる可
能性があります。

LDPグレースフルリスタート機能は、セッション初期化中に FT SESSION TLVで 2つのピア間で
ネゴシエーションされます。この Typed Length Value（TLV）では、各ピアは、次の情報をピア
にアドバタイズします。

再接続時間

この LSRがコントロールチャネル障害後に再接続するまで他のピアが待機する最大時間を
アドバタイズします。

回復時間

他のピアがこの LSRを復元またはリフレッシュする最大時間をアドバタイズします。この
時間は、先行のセッション障害後のセッション再確立中のみに使用されます。

FTフラグ

再起動により、このフラグの保存（ローカル）ノードのステートを復元できるかどうかを

指定します。

グレースフルリスタートセッションパラメータが伝達され、セッションが起動し動作している

と、グレースフルリスタート手順がアクティブになります。

マルチリンク、または同じネイバーの targeted LDP hello隣接、あるいはこれら両方のネットワー
クで LDPグレースフルリスタートプロセスを設定する場合、ネイバーコントロールプレーン障
害時に任意の hello隣接がタイムアウトになる前に、グレースフルリスタートがセッションでア
クティブになっていることを確認します。これをアクティブにするには、たとえば、セッション
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タイムアウトがhello隣接タイムアウトの前に発生するように、ネイバー間のセッション保持時間
を低く設定します。LDPセッション保持時間は、次の式を使用して設定することを推奨します。

Session Holdtime <= (Hello holdtime - Hello interval) * 3

たとえば、リンク helloの保持時間およびインターバルがそれぞれデフォルト値の 15秒および 5
秒である場合、セッション保持時間は、30秒以下に設定します。

LDPコマンドの詳細については、CiscoASR9000 Series Aggregation Services RouterMPLSConfiguration
Guideの「MPLSラベル配布プロトコルの実装」モジュールを参照してください。

関連トピック

グレースフルリスタートを使用した LDP NSFのセットアップ, （36ページ）
グレースフルリスタートを使用した LDPノンストップフォワーディングの設定：例, （64
ページ）

コントロールプレーンの障害

コントロールプレーン障害は、接続に影響します。ルータコントロールプレーンによりインス

トールされたフォワーディングステートが失われ、転送中パケットがドロップされ、NSFが損失
する可能性があります。

次の図は、コントロールプレーン障害を示し、接続が失われるコントロールプレーン障害のプロ

セスおよび結果を示します。

図 4：コントロールプレーンの障害
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1 R4 LSRコントロールプレーンが再起動します。

2 コントロールプレーンが再起動すると、LIBが失われます。

3 R4 LDPコントロールプレーンによりインストールされたフォワーディングステートがすぐに
削除されます。

4 R3から R4（ラベルはまだ L4）への転送中の任意のパケットが R4に到着します。

5 R4のMPLSフォワーディングプレーンが、ローカルラベル L4でルックアップを実行します
が失敗します。これにより、パケットがドロップされ、NSFが満たされなくなります。

6 R3 LDPピアが、コントロールプレーンチャネルの障害を検出して、そのラベルバインディ
ングを R4から削除します。

7 R3コントロールプレーンは、R4からの出ラベルの使用を停止し、対応するフォワーディング
ステート（リライト）を削除します。これにより、フォワーディングが失敗します。

8 R4に接続されている確立済み LSPは、R3で終端し、R1から R4へのエンドツーエンド LSP
が終了します。

9 R4に接続されている確立済み LSPは、R3で終端し、R2から R4へのエンドツーエンド LSP
が終了します。

グレースフルリスタートのフレーズ

グレースフルリスタートメカニズムは、次のフェーズに分かれます。

制御通信障害の検出

システムが次のいずれかの状況を検出したときに、制御通信障害が検出されます。

• LDP helloディスカバリメッセージの欠落

• LDPキープアライブプロトコルメッセージの欠落

•ピアとの Transmission Control Protocol（TCP）切断の検出

障害時のフォワーディングステートメンテナンス

各LSRでの永続的フォワーディングステートは、LDPコントロールプレーンにより、永続
的ストレージ（チェックポイント）を介してアーカイブされます。コントロールプレーン

のリカバリ中、フォワーディングプレーンは、フォワーディングステートを保持しますが、

ステイルマークを付けます。同様に、ピアコントロールプレーンも（ステイルマークを

付けて）再起動中のノードに関連付けられているインストール済みフォワーディングを保持

します。ローカルノードフォワーディングとリモートノードフォワーディングのプレー

ンステートを組み合わせることで、NSFを保証し、トラフィックの損失を防ぎます。
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制御ステートのリカバリ

リカバリは、セッションが再確立され、ラベルバインディングが再び交換されるときに発

生します。このプロセスにより、ピアノードは、ステイルフォワーディングステートを同

期化およびリフレッシュできます。

関連トピック

グレースフルリスタートを使用した LDP NSFのセットアップ, （36ページ）
グレースフルリスタートを使用した LDPノンストップフォワーディングの設定：例, （64
ページ）

グレースフルリスタートによるリカバリ

次の図に、グレースフルリスタートを使用した障害リカバリのプロセスを示します。

図 5：グレースフルリスタートでのリカバリ

1 ルータ R4 LSRコントロールプレーンが再起動します。

2 コントロールプレーンが再起動すると、LIBが削除されますが、R4の LDPコントロールプ
レーンによりインストールされたフォワーディングステートは、すぐには削除されません（ス

テイルマークが付けられます）。

3 R3から R4（ラベルはまだ L4）への転送中の任意のパケットが R4に到着します。

4 R4のMPLSフォワーディングプレーンは、フォワーディングが正常であるため、ローカルラ
ベル L4で正常なルックアップを実行します。これにより、パケットが転送されます。
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5 ルータ R3 LDPピアは、コントロールプレーンおよびチャネルの障害を検出し、ラベルバイ
ンディングをR4から削除します。ただし、ピアは、対応するフォワーディングステートを削
除せずに、ステイルマークを付けます。

6 この時点では、フォワーディングが失われません。

7 ピアは、再接続時間値を使用して、ネイバー再接続タイマーを開始します。

8 ルータ R4に転倒される確立済み LSPはまだ正常なので、LSPは失われません。

LDPコントロールプレーンがリカバリすると、リスタートLSRは、そのフォワーディングステー
トの保持タイマーを開始し、フォワーディングステートをチェックポイントデータから復元しま

す。これにより、フォワーディングステートおよびエントリが復元され、オールドマークが付

けられます。

リスタート LSRは、正常に復元されたかどうかに関係なく、FTセッション TLVに示されている
ピアに再接続します。ステートが復元できた場合、バインディングは再び同期化されます。

リスタートピアが接続し、ネイバーリカバリタイマーを開始すると、ピア LSRは、（リスター
ト LSRにより開始された）ネイバー再接続タイマーを停止します。ピア LSRは、リスタートピ
アがそのステートを正常に復元できた場合、FTセッション TLVをチェックします。次に、対応
するフォワーディングステートエントリを復元し、リスタートピアからバインディングを受信

します。リカバリタイマーが失効すると、任意のフォワーディングステート（この段階ではス

テイルマークが付いています）が削除されます。

リスタート LSRが復元（再起動）に失敗した場合、リスタート LSRフォワーディングステート
およびエントリは、タイムアウトになり削除されます。ネイバー関連のフォワーディングステー

トまたはエントリは、再接続またはリカバリタイマーが失効すると、ピアLSRにより削除されま
す。

関連トピック

グレースフルリスタートを使用した LDP NSFのセットアップ, （36ページ）
グレースフルリスタートを使用した LDPノンストップフォワーディングの設定：例, （64
ページ）

ラベルアドバタイズメントコントロール（アウトバウンドフィルタ

リング）

デフォルトでは、LDPは、すべてのプレフィックスのラベルをそのすべてのネイバーにアドバタ
イズします。（拡張性やセキュリティが理由で）これが望ましくない場合、1つ以上のピアに対
する 1つ以上のプレフィックスでローカルラベルアドバタイズメントのアウトバウンドフィル
タリングを実行するように LDPを設定できます。この機能は、LDPアウトバウンドラベルフィ
ルタリングまたはローカルラベルアドバタイズメントコントロールと呼ばれています。

関連トピック

ラベルアドバタイズメントコントロール（アウトバウンドフィルタリング）の設定, （29
ページ）
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ラベルアドバタイズメント（アウトバウンドフィルタリング）の設定：例, （63ページ）

ラベル受け入れコントロール（インバウンドフィルタリング）

デフォルトでは、LDPは、すべてのピアからのすべてのプレフィックスのラベルを（リモートバ
インディングとして）受け入れます。 LDPは、リベラルラベル保持モードで機能します。これ
は、LDPに、特定のプレフィックスのすべてのピアからのリモートバインディングを保持するよ
うに指示します。セキュリティ上の理由から、またはメモリを節約するため、特定のピアからの

プレフィックスのセットのラベルバインディング受け入れを設定することで、この動作を上書き

できます。

プレフィックスの定義セットのリモートバインディングをフィルタリングする機能は、LDPイン
バウンドラベルフィルタリングとも呼ばれます。

インバウンドフィルタリングは、アウトバウンドフィルタリングポリシーを使用しても実装

できますが、LDPピアが異なる管理ドメインに存在する場合はこのシステムを実装できないこ
とがあります。両方のインバウンドおよびアウトバウンドフィルタリングオプションが使用

できる場合、アウトバウンドラベルフィルタリングを使用することを推奨します。

（注）

関連トピック

ラベル受け入れコントロール（インバウンドフィルタリング）の設定, （40ページ）
ラベル受け入れ（インバウンドフィルタリング）の設定：例, （65ページ）

ローカルラベル割り当てコントロール

デフォルトでは、LDPは、Border Gateway Protocol（BGP）プレフィックスではないすべてのプレ
フィックスのローカルラベルを割り当てます。1 LDPがレイヤ 3バーチャルプライベートネット
ワーク（L3VPN）コアトランスポート以外のアプリケーションで使用される場合は問題ありませ
ん。 LDPがコアの L3VPNトラフィックのトランスポート LSPの設定に使用される場合、数千の
IGPプレフィックスのローカルラベルを割り当て、アドバタイズする必要はありません。このよ
うな場合、LDPは、通常、PEルータのループバック/32アドレスのローカルラベルを割り当て、
アドバタイズする必要があります。これは、LDPローカルラベル割り当てコントロールを使用し
て実行されます。アクセスリストは、ローカルラベルの割り当てをプレフィックスのセットに制

限するときに使用できます。ローカルラベル割り当てを制限すると、メモリ使用要件の軽減、

ローカルフォワーディングやネットワークおよびピアのアップデートの軽減など、いくつかのメ

リットがあります。

1 L3VPN Inter-ASオプション Cでは、一部の BGPプレフィックスのローカルラベルを割り当てるために LDPが必要となることがあります。
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IPアクセスリストを使用してラベル割り当てを設定して、ローカルラベルが割り当て、アド
バタイズできるプレフィックスのセットを指定できます。

ヒント

関連トピック

ローカルラベル割り当てコントロールの設定, （41ページ）
ローカルラベル割り当てコントロールの設定：例, （65ページ）

セッション保護

リンクがアップになると、IPは、MPLS LDPよりも前の段階で速く収束し、MPLS収束までに
MPLSトラフィックが損失する可能性があります。リンクがフラップすると、リンクディスカバ
リの損失のために、LDPセッションもフラップします。 LDPセッション保護は、targetedディス
カバリhelloの「パラレル」ソースにより、トラフィック損失を最小化し、高速収束を提供して、
既存のLDP（リンク）を保護します。LDPセッションはアライブに保持され、リンクがダウンで
も、ネイバーラベルバインディングが保持されます。プライマリリンク隣接が再確立されると

き、LDPがネイバーラベルバインディングを再学習する必要がないので、MPLS収束が速くなり
ます。

LDPセッション保護により、すべてのピアまたはピアの特定のセット（peer-aclで指定）でセッ
ションを自動的に保護するように LDPを設定できます。 LDPは、設定されると、プライマリリ
ンク隣接がすでに存在するネイバーのバックアップ targeted helloを自動的に開始します。これら
のバックアップ targeted helloは、プライマリリンク隣接がダウンしても、LDPセッションを保持
します。

セッション保護の図は、ネイバー R1と R3の間の LDPセッション保護を示します。 R1および
R3間でのプライマリリンク隣接は、リンクとバックアップが直接接続されます。ターゲット隣接
は、R1と R3間で保守されます。ダイレクトリンクが失敗すると、LDPリンク隣接が破棄され
ますが、セッションは、targetedhello隣接を使用してアップのまま実行します（R2を介します）。
ダイレクトリンクが再びアップになっても、LDPセッションステートは変わらず、LDPは、す
ばやく収束し、MPLSトラフィックの転送を開始します。

図 6：セッション保護
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LDPセッション保護が（リンク障害時に）アクティブの場合、保護は無制限で保守されます。（注）

関連トピック

セッション保護の設定, （43ページ）
LDPセッション保護の設定：例, （65ページ）

IGP の同期化
LDPと IGP間の同期化が失われる場合、MPLSトラフィックが失われます。たとえば、リンク
アップ時、IGPは、LDP収束が発生する前にリンクをアドバタイズして使用できます。または、
LDPセッションがダウンした後でも、IGPでリンクを使用できます。

LDP IGP同期化では、MPLS LDPがリンクで収束される場合だけ IGPが通常のメトリックでリン
クをアドバタイズできるように、LDPと IGPが同期化されます。 LDPでは、LDPが適切なラベ
ルバインディングを送信し、ピアから少なくとも 1つのラベルバインディングを受信するリンク
で、少なくとも 1つの LDPセッションがアップで実行中の場合だけリンクが収束されると見なさ
れます。 LDPは、リンクアップまたはセッションダウンイベント時にこの情報を IGPに通信
し、IGPは、同期ステートに応じて機能します。

LDPグレースフルリスタートセッションが切断されると、グレースフルリスタートネイバーが
タイムアウトになる間、セッションは収束として処理されます。また、ローカルLDPリスタート
時では、チェックポイントリカバリ LDPグレースフルリスタートセッションが使用され、収束
として処理されます。これにより、接続および再同期化ができるようになります。

環境によっては、設定可能なインターバルで、再同期化の宣言を遅延する必要があります。 LDP
は、同期化の宣言を最大 60秒遅延できる設定オプションを提供します。 LDPは、リンクアップ
またはセッションダウンイベント時にこの情報を IGPに通信します。

LDP IGP同期化の設定は、それぞれの IGP（OSPFおよび IS-IS）にあります。この機能をイ
ネーブルにできる非LDP固有設定はありません。ただし、IGP同期遅延タイマーの特定のLDP
設定はあります。

（注）

関連トピック

Configuring LDP IGP Synchronization: OSPF, （45ページ）
LDP IGP同期の設定：OSPF：例, （66ページ）
LDP IGP同期の設定：ISIS, （46ページ）
LDP IGP同期の設定：ISIS：例, （66ページ）
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IGP 自動設定
LDPを多数のインターフェイスでイネーブルにするには、IGP自動設定を使用します。これによ
り、たとえば、LDPがコアネットワークのトランスポートに使用される場合など、指定の IGPイ
ンターフェイスに関連付けられているすべてのインターフェイスで LDPを自動的に設定できま
す。ただし、LDP自動設定をイネーブルにする IGPを 1つ設定する必要があります。

通常、LDPは、IGPルートのラベルを割り当て、アドバタイズします。LDPは、IGPによりすべ
てのアクティブインターフェイスでイネーブルにする必要があります。 IGP自動設定を使用しな
い場合、LDPでインターフェイスのセットを定義する必要がありますが、この場合、時間がかか
り、エラーが起こりやすくなります。

LDP自動設定は、デフォルト VRFの IPv4ユニキャストファミリでサポートされます。 IGP
は、設定の検証および適用を行います。

（注）

また、自動設定はインターフェイスごとにディセーブルにできます。これにより、LDPは、明示
的にディセーブルにされているものを除きすべての IGPインターフェイスをイネーブルにできま
す。また、LDP自動設定が IGPで設定されている場合に、LDPによるインターフェイスのイネー
ブルを防止できます。

関連トピック

指定した OSPFインスタンスの LDP自動設定のイネーブル化, （48ページ）
指定した OSPFインスタンスの領域における LDP自動設定のイネーブル化, （50ページ）
LDP自動設定のディセーブル化, （52ページ）
LDP自動設定の設定：例, （66ページ）

LDP ノンストップルーティング
LDPノンストップルーティング（NSR）機能は、ルートプロセッサ（RP）または分散ルートプ
ロセッサ（DRP）フェールオーバーなどの障害をルーティングピアに見えないようにして、収束
パフォーマンスへの負荷を最小限に押さえる、または回避します。デフォルトでは、NSRは、
AToM以外、すべての LDPセッションでグローバルにイネーブルにされています。

サービスの中断では、次のイベントが発生している場合があります。

•ルートプロセッサ（RP）または分散ルートプロセッサ（DRP）フェールオーバー

• LDPプロセスの再開

• In-Service System Upgrade（ISSU;インサービスシステムのアップグレード）

• Minimum Disruption Restart（MDR）
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グレースフルリスタート機能とは異なり、LDP NSRでは、プロトコル拡張機能は必要なく、
ネットワークの他のルータでのソフトウェアアップグレードの必要もありません。また、LDP
NSRによりピアルータで NSRをサポートする必要もありません。

L2VPN設定は、NSRではサポートされていません。

（注）

アクティブTCPまたはLDPのプロセス障害によりセッションが損失します。この場合、RPスイッ
チオーバーがリカバリアクションとして設定されるまで、NSRは提供できません。 NSRのリカ
バリアクションとしてスイッチオーバーを設定する方法の詳細については、「ConfiguringTransports
」モジュール（『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router IP Addresses and Services
Configuration Guide』）を参照してください。

関連トピック

LDPノンストップルーティングの設定, （54ページ）

IP LDP 高速再ルーティングループフリー代替
IP高速再ルーティングとは、隣接リンクの障害後またはノード障害後、あるいはその両方の後で、
事前にプログラムされたループフリー代替（LFA）パスに、ルータがトラフィックをすばやくス
イッチできるメカニズムのことです。この LFAパスは、変更されたネットワークトポロジで計
算されているように、ルータが新しいプライマリネクストホップを再インストールするまで、ト

ラフィックをスイッチするときに使用されます。

LFA FRRの目的は、現在選択されているプライマリネクストホップで障害が発生したときに、
障害検出時に代替ネクストホップをすぐに使用できるように、事前に計算された代替ネクスト

ホップを使用して、障害反応時間を 50ミリ秒に短縮することです。

この機能は、障害時にプレフィックス独立事前計算代替ループフリーパスを検出、計算、更新ま

たはイネーブル化することで、高速収束機能に対処します。

IGPは、IGPプレフィックスごとにバックアップパスを事前に計算します。 IGPは、プライマリ
パスごとに 1つそして唯一のバックアップパスを選択します。 RIBは、保護されるパスと保護す
るパスの正しい注釈を提供することで、最適なパスおよびダウンロードパス保護情報を FIBにイ
ンストールします。FIBは、バックアップパスをデータプレーンにプリインストールします。リ
ンクまたはノード障害が発生すると、ルーティングプロトコルは、障害を検出し、影響のあるプ

レフィックスのすべてのバックアップパスが、プレフィックスとは独立した方法でイネーブルに

されます。

前提条件

ラベル配布プロトコル（LDP）は、次の前提条件が満たされている場合、ループフリー代替を使
用できます。

LDPを実行するラベルスイッチングルータ（LSR）は、アップストリームかどうかに関係なく、
すべてのネイバーに提供できる転送等価クラス（FEC）のラベルを配布する必要があります。

LFAの計算には次の 2つの方法があります。
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•リンクベース（リンクごと）：リンクベースLFAでは、プライマリ（保護される）リンクを
介して到達できるすべてのプレフィックスは、同じバックアップ情報を共有します。つま

り、同じプライマリを共有するプレフィックスの全体のセットは、修復または高速再ルー

ティング（FRR）機能を共有します。リンクごとの方法は、ネクストホップアドレスだけ
が保護されます。リンクごとの方法は、次善策で、容量計画には適していません。これは、

すべてのトラフィックが、複数のパスに分散されるのではなく、ネクストホップにリダイレ

クトされるためです。この場合、ネクストホップのリンクで輻輳が発生する可能性がありま

す。リンクごとの方法は、ノード保護のサポートを提供しません。

•プレフィックスベース（プレフィックスごと）：プレフィックスベースLFAは、プレフィッ
クスごとのバックアップ情報の計算を可能にします。これは、宛先アドレスを保護します。

プレフィックスごとの方法は、適用性や保護、提供される帯域幅利用率が優れているので、

推奨される方法です。

プレフィックスベースの LFAを使用して特定のプレフィックスで計算される
修復またはバックアップ情報は、リンクベースの LFAにより計算されるもの
とは異なることがあります。

（注）

プレフィックスごとの LFA方法は、次の理由で LDP IP高速再ルーティング LFAに適していま
す。

•ノード障害耐性が優れている

•容量計画や収束に適している

サポートされない機能

これらのインターフェイスおよび機能は、IP LDP高速再ルーティングループフリー代替機能で
はサポートされていません。

• BVIインターフェイス（IRB）は、プライマリまたはバックアップパスとしてサポートされ
ていません。

• GREトンネルは、プライマリまたはバックアップパスとしてサポートされていません。

• CiscoASR9000シリーズSPAインターフェイスプロセッサ：700 POS回線カード（CiscoASR
9000シリーズルータ）は、プライマリリンクとしてサポートされていません。これは、メ
インインターフェイスのみで LFAバックアップとして使用できます。

•マルチトポロジの場合、トポロジTのルートは、トポロジT内でのみLFAを使用できます。
そのため、バックアップパスを使用できるかどうかは、トポロジにより異なります。

IP高速再ルーティングループフリー代替の設定の詳細については、CiscoASR9000SeriesAggregation
Services Router Routing ConfigurationGuideの「Implementing IS-IS on Cisco IOSXRSoftware」モジュー
ルを参照してください。
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関連トピック

IP LDP高速再ルーティングループフリー代替の設定：例, （67ページ）
IP LDP高速再ルーティングループフリー代替の確認：例, （68ページ）

ダウンストリームオンデマンド

このダウンストリームオンデマンド機能は、ダウンストリームオンデマンドモードのサポート

を追加します。このモードでは、ピアが明示的に要求しない限り、ラベルはそのピアにアドバタ

イズされません。同時に、ピアは自動的にラベルをアドバタイズしないため、ネクストホップ

が、リモートラベルが割り当てられていないピアを示す場合、ラベル要求が必ず送信されます。

ダウンストリームオンデマンドモードをイネーブルにするには、この設定を mpls ldpコンフィ
ギュレーションモードで適用する必要があります。

mpls ldp downstream-on-demand withACL

ACLには、ダウンストリームオンデマンドモードで設定されるピア IDのリストが含まれます。
ACLが変更または設定されると、確立されたネイバーのリストが順番に試行されます。セッショ
ンのダウンストリームオンデマンド設定が変更された場合、新しいダウンストリームオンデマン

ドモードが設定できるように、そのセッションがリセットされます。セッションをリセットする

理由は、ラベルをピア間で正しくアドバタイズするためです。新しいセッションが確立される

と、セッションがダウンストリームオンデマンドモードでネゴシエートする必要があるかどうか

判別するため、ACLが検証されます。ACLが存在しない場合、または空の場合、ダウンストリー
ムオンデマンドモードは、任意のネイバーで設定されません。

ダウンストリームオンデマンド機能をイネーブルにするには、この機能をセッションの両方のピ

アで設定する必要があります。セッションの一方のピアだけでダウンストリームオンデマンド機

能が設定されている場合、そのセッションでは、ダウンストリームオンデマンドモードを使用で

きません。

ラベル要求が送信され、リモートラベルがピアから受信されない場合、ルータは、定期的にラベ

ル要求を再送信します。ピアは、ラベル要求の受信後にラベルをアドバタイズすると、その後に

任意のラベル属性が変更された場合、ラベルを自動的に再アドバタイズします。

関連トピック

LDPダウンストリームオンデマンドモードの設定, （57ページ）

明示的ヌルおよび暗黙的ヌルラベル

Cisco MPLS LDPは、暗黙的または明示的なヌルラベルを、特定の LSRで終端するルートまたは
プレフィックスのローカルラベルとして使用します。これらのルートには、ローカルで接続また

はアタッチされたすべてのネットワークが含まれます。デフォルトでは、ヌルラベルは、LDPコ
ントロールプレーンによる Penultimate Hop Popping（PHOP）メカニズムの実装を可能にする暗黙
的ヌルです。これが望ましくない場合、LDPコントロールプレーンによる Ultimate Hop Popping
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（UHOP）メカニズムの実装を可能にする明示的ヌルを使用できます。この明示的ヌル機能は、
最終ホップ LSRで設定できます。この設定ノブには、PHOPを使用する IPプレフィックスを指
定するアクセスリストが含まれています。

この新しい拡張機能では、implicit-null-overrideコマンドを使用することで、非出力（最終ホップ
LSR）プレフィックスの暗黙的ヌルローカルラベルを設定できます。これにより、デフォルトに
よりプレフィックスで非ヌルラベルを割り当てる必要がある場合でも、特定のプレフィックスに

暗黙的ヌルローカルラベルを強制できます。たとえば、デフォルトでは、LSRは、IGPルートの
非ヌルラベルを割り当て、アドバタイズします。LSRの最後から 2番目のホップでこのルートの
LSPを終端する場合、implicit-null-override機能を使用して、このプレフィックスの暗黙的ヌルラ
ベル割り当ておよびアドバタイズメントを強制できます。

特定のプレフィックスが明示的ヌルおよび暗黙的ヌル上書き機能の両方で実行される場合、暗

黙的ヌル上書きが優先され、暗黙的ヌルラベルがプレフィックスに割り当てられアドバタイ

ズされます。

（注）

暗黙的ヌル上書きモードをイネーブルにするには、この設定をMPLS LDPラベルコンフィギュ
レーションモードで適用する必要があります。

mpls ldp
label
implicit-null-override for <prefix><ACL>

!

この機能は、ACLでの指定時にスタティック、IGP、および BGPを含むプレフィックスで機能し
ます。

MPLS LDP の実装方法
通常のMPLS LDP導入では、複数のグローバル隣接ルータ間での調整が必要です。MPLS LDPを
で実装するには、次のさまざまな設定タスクが必要です。

LDP ディスカバリパラメータの設定
このタスクを実行して、LDPディスカバリパラメータを設定します（LDP操作で重要な場合があ
ります）。

LDPディスカバリメカニズムは、ネイバーノードの検出または特定に使用されます。（注）
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手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. router-id { type number | ip-address }
4. discovery { hello | targeted-hello } holdtime seconds
5. discovery { hello | targeted-hello } interval seconds
6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

7. （任意） show mpls ldp parameters

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls
ldp

ステップ 2   

ローカルノードのルータ IDを指定します。router-id { type number | ip-address }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
router-id loopback 1

ステップ 3   

• Cisco IOS XR softwareでは、ルータ IDは、インターフェ
イス名または IPアドレスとして指定されます。デフォ
ルトでは、LDPは、（グローバルルータ IDプロセスで
設定される）グローバルルータ IDを使用します。

以降の helloメッセージを受信せずに検出ネイバーを保持する
時間を指定します。 seconds引数のデフォルト値は、リンク
helloで 15秒、targeted helloメッセージで 90秒です。

discovery { hello | targeted-hello }
holdtime seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 4   

discovery hello holdtime 30
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

discovery targeted-hello holdtime 180
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目的コマンドまたはアクション

連続 helloメッセージの転送間の期間を選択します。 seconds
引数のデフォルト値は、リンク helloメッセージで 5秒、
targeted helloメッセージで 10秒です。

discovery { hello | targeted-hello }
interval seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 5   

discovery hello interval 15
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

discovery targeted-hello interval 20

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

セッションが終了して、ルータがEXECモードに戻
ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

（任意）

現在のMPLS LDPパラメータをすべて表示します。
show mpls ldp parameters

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
parameters

ステップ 7   

関連トピック

LDPコントロールプレーン, （3ページ）
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リンク上での LDP ディスカバリの設定
このタスクを実行して、リンク上で LDPディスカバリを設定します。

LDPをグローバルでイネーブルにする必要はありません。（注）

はじめる前に

安定ルータ IDは、リンクディスカバリ（およびセッション設定）が成功するために、リンクの
一方の終端で必要です。ルータ IDをルータに割り当てない場合、デフォルトでグローバルルー
タ IDに設定されます。デフォルトのルータ IDは変更されることがあり、不安定なディスカバリ
の原因となる可能性があります。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. router-id ip-address
4. interface type interface-path-id
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

6. （任意） show mpls ldp discovery

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls
ldp

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ローカルノードのルータ IDを指定します。router-id ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
router-id loopback 1

ステップ 3   

• Cisco IOSXRソフトウェアでは、ルータ IDはインターフェ
イス名または IPアドレスとして指定されます。デフォル
トでは、LDPは、（グローバルルータ IDプロセスで設定
される）グローバルルータ IDを使用します。

LDPプロトコルのインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。インターフェイスタイプは Tunnel-TEで
なければなりません。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 4   

interface tunnel-te 12001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)#

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)#
commit

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変
更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

（任意）

LDPディスカバリプロセスのステータスを表示します。イン
ターフェイスフィルタなしでこのコマンドを使用すると、LDP

show mpls ldp discovery

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
discovery

ステップ 6   

ディスカバリプロセスが実行されているインターフェイスのリ

ストが生成されます。出力情報には、リンク（xmt/rcv hello）の
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目的コマンドまたはアクション

ステート、ローカル LDP ID、検出されたピアの LDP ID、およ
び保持時間値が含まれます。

関連トピック

LDPコントロールプレーン, （3ページ）
LDPリンクの設定：例, （62ページ）

アクティブな targeted hello の LDP ディスカバリの設定
このタスクを実行して、アクティブな targeted helloで LDPディスカバリを設定します。

アクティブな targeted helloは、特定の宛先へのユニキャスト helloを開始します。（注）

はじめる前に

これらの前提条件は、アクティブな targeted helloで LDPディスカバリを設定するときに必要で
す。

•安定ルータ IDは、ターゲットセッションのいずれかの終端に必要です。ルータ IDをルー
タに割り当てない場合、デフォルトでグローバルルータ IDに設定されます。デフォルトの
ルータ IDは変更されることがあり、不安定なディスカバリの原因となる可能性があるので
注意してください。

• 1つ以上のMPLSトラフィックエンジニアリングトンネルを間接接続 LSR間で確立する必
要があります。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. router-id ip-address
4. interface type interface-path-id
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

6. （任意） show mpls ldp discovery
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
mpls ldp

ステップ 2   

ローカルノードのルータ IDを指定します。router-id ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
router-id loopback 1

ステップ 3   

Cisco IOS XRソフトウェアでは、ルータ IDはインターフェイス名
または IPアドレスとして指定されます。デフォルトでは、LDP
は、（グローバルルータ IDプロセスで設定される）グローバル
ルータ IDを使用します。

LDPプロトコルのインターフェイスコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
interface tunnel-te 12001

ステップ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 5   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

（任意）

LDPディスカバリプロセスのステータスを表示します。インター
フェイスフィルタなしでこのコマンドを使用すると、LDPディス

show mpls ldp discovery

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls
ldp discovery

ステップ 6   

カバリプロセスが実行されているインターフェイスのリストが生

成されます。出力情報には、リンク（xmt/rcv hello）のステート、
ローカルLDPID、検出されたピアのLDPID、および保持時間値が
含まれます。

関連トピック

LDPコントロールプレーン, （3ページ）
targeted helloの LDPディスカバリの設定：例, （62ページ）

パッシブな targeted hello の LDP ディスカバリの設定
このタスクを実行して、パッシブな targeted helloで LDPディスカバリを設定します。

パッシブな targeted helloは、着信 helloメッセージをパッシブに待機する、宛先ルータ（トンネル
テール）です。 targeted helloはユニキャストなので、パッシブサイドは、着信 helloメッセージ
を待機して、その検出ネイバーへの helloに応答します。

はじめる前に

安定ルータ IDは、リンクディスカバリ（およびセッション設定）が成功するために、リンクの
一方の終端で必要です。ルータ IDをルータに割り当てない場合、デフォルトでグローバルルー
タ IDに設定されます。デフォルトのルータ IDは変更されることがあり、不安定なディスカバリ
の原因となる可能性があります。
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手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. router-id ip-address
4. discovery targeted-hello accept
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

6. （任意） show mpls ldp discovery

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
mpls ldp

ステップ 2   

ローカルノードのルータ IDを指定します。router-id ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
router-id loopback 1

ステップ 3   

• Cisco IOS XRソフトウェアでは、ルータ IDはインターフェイ
ス名または IPアドレスとして指定されます。デフォルトで
は、LDPは、（グローバルルータ IDプロセスで設定される）
グローバルルータ IDを使用します。

システムが任意のソースの targeted helloメッセージを受け入れるよ
うにし、targeted helloを受信するため LSRでパッシブモードをア
クティブにします。

discovery targeted-hello accept

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
discovery targeted-hello accept

ステップ 4   

•このコマンドは、（特定のMPLS TEトンネルに関して）レ
シーバノードで実行されます。

• discovery targeted-hello acceptコマンドを使用して、
targeted-hello受信を制御します。
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 5   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッション

が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

（任意）

LDPディスカバリプロセスのステータスを表示します。インター
フェイスフィルタなしでこのコマンドを使用すると、LDPディス

show mpls ldp discovery

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls
ldp discovery

ステップ 6   

カバリプロセスが実行されているインターフェイスのリストが生成

されます。出力情報には、リンク（xmt/rcvhello）のステート、ロー
カル LDP ID、検出されたピアの LDP ID、および保持時間値が含ま
れます。

関連トピック

LDPコントロールプレーン, （3ページ）
targeted helloの LDPディスカバリの設定：例, （62ページ）
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ラベルアドバタイズメントコントロール（アウトバウンドフィルタ

リング）の設定

このタスクを実行して、ラベルアドバタイズメント（アウトバウンドフィルタリング）を設定し

ます。

デフォルトでは、ラベルスイッチドルータ（LSR）は、すべての着信ラベルプレフィックスを各
隣接ルータにアドバタイズします。 mpls ldp label advertiseコマンドを使用すると、ラベルバイ
ンディング情報の交換を制御できます。オプションキーワードを使用すると、選択プレフィック

スをすべてのネイバーにアドバタイズ、選択プレフィックスを定義済みネイバーにアドバタイズ、

またはすべてのプレフィックスのすべてのピアへのラベルアドバタイズメントをディセーブルに

できます。

選択してアドバタイズされるプレフィックスおよびピアは、アクセスリストで定義されます。（注）

はじめる前に

ラベルアドバタイズメントを設定する前に、LDPをイネーブルにして、アクセスリストを設定し
ます。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. label advertise { disable | for prefix-acl [ to peer-acl ] | interface type interface-path-id }
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls
ldp

ステップ 2   

次のいずれかのオプションを指定して、ラベルアドバタイズメン

トを設定します。

label advertise { disable | for
prefix-acl [ to peer-acl ] | interface
type interface-path-id }

ステップ 3   

disable

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

すべてのプレフィックスのすべてのピアへのラベルアドバタ

イズメントをディセーブルにします（他に競合するルールが

ない場合）。label advertise interface POS
0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
for pfx_acl1 to peer_acl1 interface

インターフェイスアドレスのラベルアドバタイズメントのイ

ンターフェイスを指定します。

for prefix-acl

to peer-acl

ラベルアドバタイズメントをアドバタイズおよび受信するネ

イバーを指定します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

関連トピック

ラベルアドバタイズメントコントロール（アウトバウンドフィルタリング）, （11ページ）
ラベルアドバタイズメント（アウトバウンドフィルタリング）の設定：例, （63ページ）

LDP ネイバーのセットアップ
このタスクを実行して、LDPネイバーをセットアップします。

はじめる前に

リンクディスカバリ（およびセッションのセットアップ）を正常に行うには、リンクのいずれか

の側に安定したルータ IDが必要です。ルータ IDをルータに割り当てない場合、デフォルトでグ
ローバルルータ IDに設定されます。デフォルトのルータ IDは変更されることがあり、不安定な
ディスカバリの原因となる可能性があります。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. interface type interface-path-id
4. discovery transport-address [ ip-address | interface ]
5. exit
6. holdtime seconds
7. neighbor ip-address password [ encryption ] password
8. backoff initial maximum
9. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

10. （任意） show mpls ldp neighbor
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls ldp

ステップ 2   

LDPプロトコルのインターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
interface POS 0/1/0/0

ステップ 3   

TCP接続の代替トランスポートアドレスを提供します。discovery transport-address [ ip-address |
interface ]

ステップ 4   

• LSR（TCP接続）によりピアにアドバタイズされるデ
フォルトのトランスポートアドレスは、ルータ IDで
す。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)#
discovery transport-address 192.168.1.42 •トランスポートアドレス設定は、特定の LDP対応イ

ンターフェイスに適用されます。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
discovery transport-address interface

•インターフェイスバージョンのコマンドを使用する場
合、インターフェイスの設定済み IPアドレスが、トラ
ンスポートアドレスとしてネイバーに渡されます。

現在のコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)# exit

ステップ 5   

ピアからの LDPメッセージがない場合に LDPセッション
が保守される時間を変更します。

holdtime seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# holdtime
30

ステップ 6   

•発信キープアライブインターバルは、セッションの保
持時間値の変化に応じて（指定保持時間内でキープア

ライブが 3回になるように）調整されます。

•セッション保持時間は、セッション確立時にも交換さ
れます。
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、保持時間は 30秒に設定されます。この
場合、ピアセッションは30秒でタイムアウトになり、
発信キープアライブメッセージがピアに 10秒ごとに
送信されます。

指定ネイバーのパスワード認証（TCPMD5オプションを使
用）を設定します。

neighbor ip-address password [ encryption ]
password

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# neighbor
192.168.2.44 password secretpasswd

ステップ 7   

LDPバックオフメカニズムのパラメータを設定します。
LDPバックオフメカニズムによって、互換性のない設定が

backoff initial maximum

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# backoff
10 20

ステップ 8   

行われた 2つの LSRで、セッション設定の失敗が抑制され
ずに連続して発生することを回避できます。セッション設

定の試行が（非互換性が原因で）失敗した場合、各LSRで
次の試行（バックオフ）が遅延されるため、一連の失敗に

よる遅延が（最大バックオフ遅延に達するまで）急激に増

加します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 9   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ネイバーとのLDPセッションのステータスを表示します。
このコマンドは、さまざまなフィルタおよびbriefオプショ
ンとともに実行できます。

show mpls ldp neighbor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
neighbor

ステップ 10   

関連トピック

LDPネイバーの設定：例, （64ページ）

LDP 転送のセットアップ
このタスクを実行して、LDPフォワーディングをセットアップします。

デフォルトでは、LDPコントロールプレーンは、Penultimate Hop Popping（PHOP）メカニズムを
実装します。 PHOPメカニズムでは、ラベルスイッチドルータは、LSRが最後から 2番目のホッ
プである特定の転送等価クラス（FEC）のローカルラベルとして暗黙的ヌルラベルを使用する必
要があります。PHOPにはメリットがありますが、環境によっては（たとえばMPLQoSを伝播す
る場合）、最終ホップまでLSPを拡張する必要があります。これは、最終ホップ（出力LSR）に
トラフィックを転送するときにピアがこのラベルを使用した後でピアにアドバタイズされる、特

殊なローカルラベル（明示的ヌル）を使用して行われます。

はじめる前に

リンクディスカバリ（およびセッションのセットアップ）を正常に行うには、リンクのいずれか

の側に安定したルータ IDが必要です。ルータ IDをルータに割り当てない場合、デフォルトでグ
ローバルルータ IDに設定されます。デフォルトのルータ IDは変更されることがあり、不安定な
ディスカバリの原因となる可能性があります。
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手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. explicit-null
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. （任意） show mpls ldp forwarding
6. （任意） show mpls forwarding
7. （任意） ping ip-address

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
mpls ldp

ステップ 2   

ルータは、通常通りに暗黙的ヌルラベルをアドバタイズする状況

（たとえば、PHOPではなく最終ホップディスポジションをイ
explicit-null

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
explicit-null

ステップ 3   

ネーブルにする場合）では、明示的ヌルラベルをアドバタイズし

ます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

（任意）

インストール済み転送ステート（リライト）のMPLSLDPビュー
を表示します。

show mpls ldp forwarding

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls
ldp forwarding

ステップ 5   

（任意）

すべてのMPLSインストール済み転送ステート（リライト）のグ
ローバルビューをアプリケーションごと（LDP、TE、スタティッ
ク）に表示します。

show mpls forwarding

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls
forwarding

ステップ 6   

（任意）

（show mpls forwardingコマンドで示されるように、MPLS LSP
をする）特定の IPアドレスの接続をチェックします。

ping ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# ping
192.168.2.55

ステップ 7   

関連トピック

LDP転送, （6ページ）
LDP転送の設定：例, （64ページ）

グレースフルリスタートを使用した LDP NSF のセットアップ
このタスクを実行して、LDPグレースフルリスタートを使用して NSFをセットアップします。

LDPグレースフルリスタートは、LDPの NSFをイネーブルにする方法です。 LDPグレースフル
リスタートを使用してNSFをセットアップする正しい方法は、グレースフルリスタートに関する
追加設定で LDPネイバー（リンクまたはターゲット）をアクティブにします。
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はじめる前に

リンクディスカバリ（およびセッションのセットアップ）を正常に行うには、リンクのいずれか

の側に安定したルータ IDが必要です。ルータ IDをルータに割り当てない場合、デフォルトでグ
ローバルルータ IDに設定されます。デフォルトのルータ IDは変更されることがあり、不安定な
ディスカバリの原因となる可能性があります。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. interface type interface-path-id
4. exit
5. graceful-restart
6. graceful-restart forwarding-state-holdtime seconds
7. graceful-restart reconnect-timeout seconds
8. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

9. （任意） show mpls ldp parameters
10. （任意） show mpls ldp neighbor
11. （任意） show mpls ldp graceful-restart

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLSLDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls ldp

ステップ 2   

LDPプロトコルのインターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 3   

interface POS 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)#
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目的コマンドまたはアクション

現在のコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)# exit

ステップ 4   

LDPのグレースフルリスタート機能をイネーブルにしま
す。

graceful-restart

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
graceful-restart

ステップ 5   

転送で LDPインストール転送ステートおよびリライトを
維持できる時間を指定し、LDPコントロールプレーンが
再起動するタイミングを指定します。

graceful-restart forwarding-state-holdtime
seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 6   

•コントロールプレーンの再起動後、転送ステートの
保持時間が失効すると、リフレッシュされていないgraceful-restart forwarding-state-holdtime

180 インストール済みの LDP転送ステートまたはリライ
トが転送から削除されます。

•再起動後に送信される回復時間は、転送ステートの
保持時間タイマーの現在の残りの値として計算され

ます。

以前のグレースフルリスタートセッションを downと宣
言する前にノードを再起動して再接続するまでネイバーが

graceful-restart reconnect-timeout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
graceful-restart reconnect-timeout 169

ステップ 7   

待機する時間を指定します。このコマンドは、ピアでタ

イマーを設定するときに使用されます（ネイバーリスター

ト時）。このタイマーは、NeighborLivenessタイマーと呼
ばれます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 8   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を
保存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

（任意）

現在のMPLS LDPパラメータをすべて表示します。
show mpls ldp parameters

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
parameters

ステップ 9   

（任意）

ネイバーとのLDPセッションのステータスを表示します。
このコマンドは、さまざまなフィルタおよびbriefオプショ
ンとともに実行できます。

show mpls ldp neighbor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
neighbor

ステップ 10   

（任意）

LDPグレースフルリスタート機能のステータスを表示し
ます。このコマンドの出力では、さまざまなグレースフ

show mpls ldp graceful-restart

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
graceful-restart

ステップ 11   

ルリスタートタイマーの状態だけでなく、グレースフル

リスタートネイバー、その状態、再接続数のリストも示

されます。

関連トピック

LDPグレースフルリスタート, （7ページ）
グレースフルリスタートのフレーズ, （9ページ）
グレースフルリスタートによるリカバリ, （10ページ）
グレースフルリスタートを使用した LDPノンストップフォワーディングの設定：例, （64
ページ）
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ラベル受け入れコントロール（インバウンドフィルタリング）の設定

このタスクを実行して、LDPインバウンドラベルフィルタリングを設定します。

デフォルトでは、LDPにより実行されるインバウンドラベルバインディングはありません。
そのため、LSRは、すべてのピアからすべてのリモートラベルバインディングを受信（およ
び保持）します。

（注）

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. label accept for prefix-acl from ip-address
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls
ldp

ステップ 2   

prefix-aclで指定されるプレフィックスのネイバー（IPアドレス
で指定）からのインバウンドラベルを設定します。

label accept for prefix-acl from
ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 3   

label accept for pfx_acl_1 from
192.168.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
label accept for pfx_acl_2 from
192.168.2.2

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変
更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

関連トピック

ラベル受け入れコントロール（インバウンドフィルタリング）, （12ページ）
ラベル受け入れ（インバウンドフィルタリング）の設定：例, （65ページ）

ローカルラベル割り当てコントロールの設定

このタスクを実行して、ラベル割り当てコントロールを設定します。

デフォルトでは、ローカルラベル割り当てコントロールはディセーブルにされていて、すべ

ての非 BGPプレフィックスにローカルラベルが割り当てられます。
（注）
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手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. label allocate for prefix-acl
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls
ldp

ステップ 2   

prefix-aclで指定されるプレフィックスのラベル割り当てコント
ロールを設定します。

label allocate for prefix-acl

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
label allocate for pfx_acl_1

ステップ 3   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

関連トピック

ローカルラベル割り当てコントロール, （12ページ）
ローカルラベル割り当てコントロールの設定：例, （65ページ）

セッション保護の設定

このタスクを実行して、LDPセッション保護を設定します。

デフォルトでは、targeted helloによるリンクセッションの保護は行われません。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. session protection [ for peer-acl ] [ duration seconds ]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls
ldp

ステップ 2   

秒単位での最大期間でpeer-aclにより指定されるピアのLDPセッ
ション保護を設定します。

session protection [ for peer-acl ] [
duration seconds ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 3   

session protection for peer_acl_1
duration 60

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

関連トピック

セッション保護, （13ページ）
LDPセッション保護の設定：例, （65ページ）
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Configuring LDP IGP Synchronization: OSPF
Perform this task to configure LDP IGP Synchronization under OSPF.

By default, there is no synchronization between LDP and IGPs.（注）

手順の概要

1. configure
2. router ospf process-name
3. Use one of the following commands:

• mpls ldp sync

• area area-idmpls ldp sync

• area area-id interface namempls ldp sync

4. Use one of the following commands:

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Enters global configuration mode.configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

Identifies the OSPF routing process and enters OSPF configuration
mode.

router ospf process-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
ospf 100

ステップ 2   

Enables LDP IGP synchronization on an interface.Use one of the following commands:ステップ 3   

• mpls ldp sync

• area area-idmpls ldp sync

• area area-id interface namempls ldp
sync
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls
ldp sync

Saves configuration changes.Use one of the following commands:ステップ 4   

• end • When you issue the end command, the system prompts you
to commit changes:

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# end
◦ Entering yes saves configuration changes to the running
configuration file, exits the configuration session, and
returns the router to EXEC mode.or

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#
commit

◦ Entering no exits the configuration session and returns
the router to EXEC mode without committing the
configuration changes.

◦ Entering cancel leaves the router in the current
configuration session without exiting or committing the
configuration changes.

• Use the commit command to save the configuration changes
to the running configuration file and remain within the
configuration session.

関連トピック

IGPの同期化, （14ページ）
LDP IGP同期の設定：OSPF：例, （66ページ）

LDP IGP 同期の設定：ISIS
このタスクを実行して、ISISでの LDP IGP同期を設定します。

デフォルトでは、LDPと ISISは同期化されません。（注）
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手順の概要

1. configure
2. router isis instance-id
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4 unicast
5. mpls ldp sync
6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティ
ングプロトコルをイネーブルにして、IS-ISインスタンス
を定義します。

router isis instance-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis

ステップ 2   

100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#

IS-ISプロトコルをインターフェイスで設定して、ISISイン
ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#

ステップ 3   

interface POS 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)#

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始

して、標準 IPバージョン 4（IPv4）アドレスプレフィック
スの IS-ISルーティングを設定します。

address-family ipv4 unicast

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)#

ステップ 4   

address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)#

LDP IGP同期をイネーブルにします。mpls ldp sync

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)#
mpls ldp sync

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレー

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)#
commit

ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

関連トピック

IGPの同期化, （14ページ）
LDP IGP同期の設定：ISIS：例, （66ページ）

指定した OSPF インスタンスの LDP 自動設定のイネーブル化
このタスクを実行して、指定した OSPFプロセス名の IGP自動設定をイネーブルにします。

インターフェイスごとに自動設定をディセーブルにできます。これによって、明示的にディセー

ブルにされたインターフェイスを除くすべての IGPインターフェイスをLDPでイネーブルにでき
ます。

この機能は、デフォルトの VRFに限り IPv4ユニキャストファミリでサポートされます。（注）
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手順の概要

1. configure
2. router ospf process-name
3. mpls ldp auto-config
4. area area-id
5. interface type interface-path-id
6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

一意に識別可能な OSPFルーティングプロセスを開始しま
す。プロセス名はスペースを含まない 40文字以内の任意
の英数字ストリングです。

router ospf process-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf

ステップ 2   

190
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#

LDP自動設定をイネーブルにします。mpls ldp auto-config

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls
ldp auto-config

ステップ 3   

OSPF領域および IDを設定します。area area-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area
8

ステップ 4   

area-id

10進数値または IPアドレスのいずれか。

指定したインターフェイスでLDP自動設定をイネーブルに
します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#
interface pos 0/6/0/0

ステップ 5   

最大数のインターフェイスの LDP設定可能制限
は、IGP自動設定インターフェイスには適用され
ません。

（注）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ MPLS 設定ガイドリリース 4.2.x    
   OL-26056-02-J 49

MPLS ラベル配布プロトコルの実装
指定した OSPF インスタンスの LDP 自動設定のイネーブル化



目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレー

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)#
commit

ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

関連トピック

IGP自動設定, （15ページ）
LDP自動設定の設定：例, （66ページ）
LDP自動設定のディセーブル化, （52ページ）

指定した OSPF インスタンスの領域における LDP 自動設定のイネーブ
ル化

指定した OSPFプロセス名の定義領域における IGP自動設定をイネーブルにします。

インターフェイスごとに自動設定をディセーブルにできます。これによって、明示的にディセー

ブルにされたインターフェイスを除くすべての IGPインターフェイスをLDPでイネーブルにでき
ます。
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この機能は、デフォルトの VRFに限り IPv4ユニキャストファミリでサポートされます。（注）

手順の概要

1. configure
2. router ospf process-name
3. area area-id
4. mpls ldp auto-config
5. interface type interface-path-id
6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

一意に識別可能な OSPFルーティングプロセスを開始しま
す。プロセス名はスペースを含まない 40文字以内の任意
の英数字ストリングです。

router ospf process-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf

ステップ 2   

100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#

OSPF領域および IDを設定します。area area-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area

ステップ 3   

area-id

10進数値または IPアドレスのいずれか。
8
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#

LDP自動設定をイネーブルにします。mpls ldp auto-config

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#
mpls ldp auto-config

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

指定したインターフェイスでLDP自動設定をイネーブルに
します。最大数のインターフェイスの LDP設定可能制限
は、IGP自動設定インターフェイスには適用されません。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#

ステップ 5   

interface pos 0/6/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレー

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)#
commit

ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

関連トピック

IGP自動設定, （15ページ）
LDP自動設定の設定：例, （66ページ）
LDP自動設定のディセーブル化, （52ページ）

LDP 自動設定のディセーブル化
このタスクを実行して、IGP自動設定をディセーブルにします。
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インターフェイスごとに自動設定をディセーブルにできます。これによって、明示的にディセー

ブルにされたインターフェイスを除くすべての IGPインターフェイスをLDPでイネーブルにでき
ます。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. interface type interface-path-id
4. igp auto-config disable
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls

ステップ 2   

ldp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

インターフェイスを設定します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
interface pos 0/6/0/0

ステップ 3   

指定されたインターフェイスで自動設定をディセーブルにしま

す。

igp auto-config disable

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)#
igp auto-config disable

ステップ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーション

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-if)#
commit

セッションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

関連トピック

IGP自動設定, （15ページ）
LDP自動設定の設定：例, （66ページ）

LDP ノンストップルーティングの設定
このタスクを実行して、LDP NSRを設定します。

デフォルトでは、NSRは、AToM以外、すべての LDPセッションでグローバルにイネーブル
にされています。

（注）
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手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. nsr
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show mpls ldp nsr statistics
6. show mpls ldp nsr summary
7. show mpls ldp nsr pending

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls
ldp

ステップ 2   

LDPノンストップルーティングをイネーブルにします。nsr

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
nsr

ステップ 3   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショ
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目的コマンドまたはアクション

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

MPLS LDP NSR統計情報を表示します。show mpls ldp nsr statistics

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
nsr statistics

ステップ 5   

MPLS LDP NSR概要情報を表示します。show mpls ldp nsr summary

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
nsr summary

ステップ 6   

MPLS LDP NSR保留情報を表示します。show mpls ldp nsr pending

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls ldp
nsr pending

ステップ 7   

関連トピック

LDPノンストップルーティング, （15ページ）
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LDP ダウンストリームオンデマンドモードの設定

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. downstream-on-demand
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
mpls ldp

ステップ 2   

ダウンストリームオンデマンドラベルアドバタイズメントモード

を開始します。ACLには、ダウンストリームオンデマンドモード
downstream-on-demand

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 3   

で設定されるピア IDのリストが含まれます。ACLが変更または設
定されると、確立されたネイバーのリストが順番に試行されます。

downstream-on-demand with
access-list

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

関連トピック

ダウンストリームオンデマンド, （18ページ）

BGP への MPLS LDP ルートの再配布
このタスクを実行して、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）自律システムをMPLSLDPに
再配布します。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. redistribute bgp
4. Use one of these commands:

• end

• commit

5. show run mpls ldp
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(conf)# mpls

ステップ 2   

ldp

BGPルートのMPLS LDPプロセスへの再配布を許可します。redistribute bgp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#

ステップ 3   

自律システム番号（ASN）は、自律システム（AS）を
識別するために使用されるグローバルに一意な識別子で

あり、これにより、ASでは、ネイバー ASとの間で外
部ルーティング情報を交換できるようになります。BGP
ルーティングで使用される各 ASに一意な ASNが割り
当てられます。 BGPでは、ASNを 2バイトの番号およ
び 4バイトの番号としてエンコードします。

（注）

redistribute bgp {advertise-to
access-list | as}

Saves configuration changes.Use one of these commands:ステップ 4   

• end • When you issue the end command, the system prompts you to commit
changes:

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
◦ Entering yes saves configuration changes to the running
configuration file, exits the configuration session, and returns
the router to EXEC mode.or

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ Entering no exits the configuration session and returns the router
to EXECmode without committing the configuration changes.

◦ Entering cancel leaves the router in the current configuration
session without exiting or committing the configuration
changes.

• Use the commit command to save the configuration changes to the
running configuration file and remain within the configuration
session.
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目的コマンドまたはアクション

再配布されるルート情報の情報を表示します。show run mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show run

ステップ 5   

mpls ldp

暗黙的ヌル上書きラベルのセットアップ

このタスクを実行して、非出力プレフィックスの暗黙的ヌルラベルを設定します。

手順の概要

1. configure
2. mpls ldp
3. label
4. implicit-null-override for access-list
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始します。mpls ldp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls
ldp

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ラベルの割り当て、アドバタイズメントおよび受信を設定し

ます。

label

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
label

ステップ 3   

非出力プレフィックスの暗黙的ヌルローカルラベルを設定し

ます。

implicit-null-override for access-list

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp-lbl)#
implicit-null-override for 70

ステップ 4   

この機能は、ACLでの指定時にスタティック、IGP、
および BGPを含むプレフィックスで機能します。

（注）

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ldp)#
commit

セッションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•実行コンフィギュレーションファイルに設定変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

MPLS LDP の実装の設定例
次に、LDP実装の設定例を示します。
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グレースフルリスタートを使用した LDP の設定：例
次に、POSインターフェイス 0/2/0/0でグレースフルリスタートを使用して LDPをイネーブルに
する例を示します。

mpls ldp
graceful-restart
interface pos0/2/0/0
!

LDP ディスカバリの設定：例
次に、LDPディスカバリパラメータを設定する例を示します。

mpls ldp
router-id loopback0
discovery hello holdtime 15
discovery hello interval 5
!

show mpls ldp parameters
show mpls ldp discovery

LDP リンクの設定：例
次に、LDPリンクパラメータを設定する例を示します。

mpls ldp
interface pos 0/1/0/0
!
!

show mpls ldp discovery

関連トピック

リンク上での LDPディスカバリの設定, （22ページ）
LDPコントロールプレーン, （3ページ）

targeted hello の LDP ディスカバリの設定：例
次に、targeted helloメッセージを受信するように LDPディスカバリを設定する例を示します。

アクティブ（トンネルヘッド）

mpls ldp
router-id loopback0
interface tunnel-te 12001
!
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!

パッシブ（トンネルテール）

mpls ldp
router-id loopback0
discovery targeted-hello accept
!

関連トピック

アクティブな targeted helloの LDPディスカバリの設定, （24ページ）
パッシブな targeted helloの LDPディスカバリの設定, （26ページ）
LDPコントロールプレーン, （3ページ）

ラベルアドバタイズメント（アウトバウンドフィルタリング）の設

定：例

次に、LDPラベルアドバタイズメントコントロールを設定する例を示します。

mpls ldp
label

advertise
disable
for pfx_acl_1 to peer_acl_1
for pfx_acl_2 to peer_acl_2
for pfx_acl_3
interface POS 0/1/0/0
interface POS 0/2/0/0

!
!

!
ipv4 access-list pfx_acl_1

10 permit ip host 1.0.0.0 any
!
ipv4 access-list pfx_acl_2

10 permit ip host 2.0.0.0 any
!
ipv4 access-list peer_acl_1

10 permit ip host 1.1.1.1 any
20 permit ip host 1.1.1.2 any

!
ipv4 access-list peer_acl_2

10 permit ip host 2.2.2.2 any
!

show mpls ldp binding

関連トピック

ラベルアドバタイズメントコントロール（アウトバウンドフィルタリング）の設定, （29
ページ）

ラベルアドバタイズメントコントロール（アウトバウンドフィルタリング）, （11ページ）
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LDP ネイバーの設定：例
次に、ラベルアドバタイズメントをディセーブルにする例を示します。

mpls ldp
router-id Loopback0
neighbor 1.1.1.1 password encrypted 110A1016141E
neighbor 2.2.2.2 implicit-withdraw

!

関連トピック

LDPネイバーのセットアップ, （31ページ）

LDP 転送の設定：例
次に、LDP転送を設定する例を示します。

mpls ldp
explicit-null
!

show mpls ldp forwarding
show mpls forwarding

関連トピック

LDP転送のセットアップ, （34ページ）
LDP転送, （6ページ）

グレースフルリスタートを使用した LDP ノンストップフォワーディ
ングの設定：例

次に、グレースフルリスタートを使用して LDPノンストップフォワーディングを設定する例を
示します。

mpls ldp
log
graceful-restart
!
graceful-restart
graceful-restart forwarding state-holdtime 180
graceful-restart reconnect-timeout 15
interface pos0/1/0/0
!

show mpls ldp graceful-restart
show mpls ldp neighbor gr
show mpls ldp forwarding
show mpls forwarding
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関連トピック

グレースフルリスタートを使用した LDP NSFのセットアップ, （36ページ）
LDPグレースフルリスタート, （7ページ）
グレースフルリスタートのフレーズ, （9ページ）
グレースフルリスタートによるリカバリ, （10ページ）

ラベル受け入れ（インバウンドフィルタリング）の設定：例

次に、インバウンドラベルフィルタリングを設定する例を示します。

mpls ldp
label
accept
for pfx_acl_2 from 192.168.2.2
!
!
!

関連トピック

ラベル受け入れコントロール（インバウンドフィルタリング）の設定, （40ページ）
ラベル受け入れコントロール（インバウンドフィルタリング）, （12ページ）

ローカルラベル割り当てコントロールの設定：例

次に、ローカルラベル割り当てコントロールを設定する例を示します。

mpls ldp
label
allocate for pfx_acl_1
!
!

関連トピック

ローカルラベル割り当てコントロールの設定, （41ページ）
ローカルラベル割り当てコントロール, （12ページ）

LDP セッション保護の設定：例
次に、セッション保護を設定する例を示します。

mpls ldp
session protection duration 60 for peer_acl_1

!

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ MPLS 設定ガイドリリース 4.2.x    
   OL-26056-02-J 65

MPLS ラベル配布プロトコルの実装
ラベル受け入れ（インバウンドフィルタリング）の設定：例



関連トピック

セッション保護の設定, （43ページ）
セッション保護, （13ページ）

LDP IGP 同期の設定：OSPF：例
次に、OSPFの LDP IGP同期を設定する例を示します。

router ospf 100
mpls ldp sync
!
mpls ldp
igp sync delay 30
!

関連トピック

Configuring LDP IGP Synchronization: OSPF, （45ページ）
IGPの同期化, （14ページ）

LDP IGP 同期の設定：ISIS：例
次に、LDP IGP同期を設定する例を示します。

router isis 100
interface POS 0/2/0/0
address-family ipv4 unicast
mpls ldp sync
!
!
!
mpls ldp
igp sync delay 30
!

関連トピック

LDP IGP同期の設定：ISIS, （46ページ）
IGPの同期化, （14ページ）

LDP 自動設定の設定：例
次に、特定のOSPFインターフェイス IDで IGP自動設定機能をグローバルで設定する例を示しま
す。

router ospf 100
mpls ldp auto-config
area 0
interface pos 1/1/1/1
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次に、特定のOSPFインターフェイス IDの指定エリアで IGP自動設定機能を設定する例を示しま
す。

router ospf 100
area 0
mpls ldp auto-config
interface pos 1/1/1/1

関連トピック

指定した OSPFインスタンスの LDP自動設定のイネーブル化, （48ページ）
指定した OSPFインスタンスの領域における LDP自動設定のイネーブル化, （50ページ）
LDP自動設定のディセーブル化, （52ページ）
IGP自動設定, （15ページ）

IP LDP 高速再ルーティングループフリー代替の設定：例
次に、ルータで IP LDP FRR LFAを設定する例を示します。
次に、デフォルトのタイブレーク設定で LFA FRRを設定する例を示します。

router isis TEST
net 49.0001.0000.0000.0001.00
address-family ipv4 unicast
metric-style wide

interface GigabitEthernet0/6/0/13
point-to-point
address-family ipv4 unicast
fast-reroute per-prefix
# primary path GigabitEthernet0/6/0/13 will exclude the interface
# GigabitEthernet0/6/0/33 in LFA backup path computation.
fast-reroute per-prefix exclude interface GigabitEthernet0/6/0/33

!
interface GigabitEthernet0/6/0/23
point-to-point
address-family ipv4 unicast

!
interface GigabitEthernet0/6/0/24
point-to-point
address-family ipv4 unicast

!
interface GigabitEthernet0/6/0/33
point-to-point
address-family ipv4 unicast

!

次に、TEトンネルを LFAバックアップとして設定する例を示します。

router isis TEST
net 49.0001.0000.0000.0001.00
address-family ipv4 unicast
metric-style wide

interface GigabitEthernet0/6/0/13
point-to-point
address-family ipv4 unicast
fast-reroute per-prefix
# primary path GigabitEthernet0/6/0/13 will exclude the interface
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# GigabitEthernet0/6/0/33 in LFA backup path computation. TE tunnel 1001
# is using the link GigabitEthernet0/6/0/33.
fast-reroute per-prefix exclude interface GigabitEthernet0/6/0/33
fast-reroute per-prefix lfa-candidate interface tunnel-te1001

!
interface GigabitEthernet0/6/0/33
point-to-point
address-family ipv4 unicast

!

次に、設定可能なタイブレーク設定で LFA FRRを設定する例を示します。

router isis TEST
net 49.0001.0000.0000.0001.00
address-family ipv4 unicast
metric-style wide
fast-reroute per-prefix tiebreaker ?
downstream Prefer backup path via downstream node
lc-disjoint Prefer line card disjoint backup path
lowest-backup-metric Prefer backup path with lowest total metric
node-protecting Prefer node protecting backup path
primary-path Prefer backup path from ECMP set
secondary-path Prefer non-ECMP backup path

fast-reroute per-prefix tiebreaker lc-disjoint index ?
<1-255> Index
fast-reroute per-prefix tiebreaker lc-disjoint index 10

Sample configuration:

router isis TEST
net 49.0001.0000.0000.0001.00
address-family ipv4 unicast
metric-style wide
fast-reroute per-prefix tiebreaker downstream index 60
fast-reroute per-prefix tiebreaker lc-disjoint index 10
fast-reroute per-prefix tiebreaker lowest-backup-metric index 40
fast-reroute per-prefix tiebreaker node-protecting index 30
fast-reroute per-prefix tiebreaker primary-path index 20
fast-reroute per-prefix tiebreaker secondary-path index 50

!
interface GigabitEthernet0/6/0/13
point-to-point
address-family ipv4 unicast
fast-reroute per-prefix

!
interface GigabitEthernet0/1/0/13
point-to-point
address-family ipv4 unicast
fast-reroute per-prefix

!
interface GigabitEthernet0/3/0/0.1
point-to-point
address-family ipv4 unicast

!
interface GigabitEthernet0/3/0/0.2
point-to-point
address-family ipv4 unicast

関連トピック

IP LDP高速再ルーティングループフリー代替, （16ページ）

IP LDP 高速再ルーティングループフリー代替の確認：例
次に、ルータで IP LDP FRR LFA機能を確認する例を示します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ MPLS 設定ガイドリリース 4.2.x
68 OL-26056-02-J  

MPLS ラベル配布プロトコルの実装
IP LDP 高速再ルーティングループフリー代替の確認：例



次に、ISIS FRR出力を確認する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show isis fast-reroute summary

IS-IS 1 IPv4 Unicast FRR summary

Critical High Medium Low Total
Priority Priority Priority Priority

Prefixes reachable in L1
All paths protected 0 0 4 1008 1012
Some paths protected 0 0 0 0 0
Unprotected 0 0 0 0 0
Protection coverage 0.00% 0.00% 100.00% 100.00% 100.00%

Prefixes reachable in L2
All paths protected 0 0 1 0 1
Some paths protected 0 0 0 0 0
Unprotected 0 0 0 0 0
Protection coverage 0.00% 0.00% 100.00% 0.00% 100.00%

次に、ISIS高速再ルーティング出力で IGPルート 211.1.1.1/24を確認する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show isis fast-reroute 211.1.1.1/24

L1 211.1.1.1/24 [40/115]
via 12.0.0.2, GigabitEthernet0/6/0/13, NORTH
FRR backup via 14.0.2.2, GigabitEthernet0/6/0/0.3, SOUTH

RP/0/RSP0/CPU0:router#show isis fast-reroute 211.1.1.1/24 detail

L1 211.1.1.1/24 [40/115] low priority
via 12.0.0.2, GigabitEthernet0/6/0/13, NORTH
FRR backup via 14.0.2.2, GigabitEthernet0/6/0/0.3, SOUTH
P: No, TM: 130, LC: No, NP: Yes, D: Yes

src sr1.00-00, 173.1.1.2
L2 adv [40] native, propagated

次に、RIB出力で IGPルート 211.1.1.1/24を確認する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show route 211.1.1.1/24

Routing entry for 211.1.1.0/24
Known via "isis 1", distance 115, metric 40, type level-1
Installed Nov 27 10:22:20.311 for 1d08h
Routing Descriptor Blocks
12.0.0.2, from 173.1.1.2, via GigabitEthernet0/6/0/13, Protected
Route metric is 40

14.0.2.2, from 173.1.1.2, via GigabitEthernet0/6/0/0.3, Backup
Route metric is 0

No advertising protos.

次に、FIB出力で IGPルート 211.1.1.1/24を確認する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show cef 211.1.1.1/24
211.1.1.0/24, version 0, internal 0x40040001 (ptr 0x9d9e1a68) [1], 0x0 \
(0x9ce0ec40), 0x4500 (0x9e2c69e4)
Updated Nov 27 10:22:29.825
remote adjacency to GigabitEthernet0/6/0/13
Prefix Len 24, traffic index 0, precedence routine (0)
via 12.0.0.2, GigabitEthernet0/6/0/13, 0 dependencies, weight 0, class 0, \

protected [flags 0x400]
path-idx 0, bkup-idx 1 [0x9e5b71b4 0x0]
next hop 12.0.0.2
local label 16080 labels imposed {16082}

via 14.0.2.2, GigabitEthernet0/6/0/0.3, 3 dependencies, weight 0, class 0, \
backup [flags 0x300]
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path-idx 1
next hop 14.0.2.2
remote adjacency
local label 16080 labels imposed {16079}

RP/0/RSP0/CPU0:router#show cef 211.1.1.1/24 detail
211.1.1.0/24, version 0, internal 0x40040001 (ptr 0x9d9e1a68) [1], 0x0 \
(0x9ce0ec40), 0x4500 (0x9e2c69e4)
Updated Nov 27 10:22:29.825
remote adjacency to GigabitEthernet0/6/0/13
Prefix Len 24, traffic index 0, precedence routine (0)
gateway array (0x9cc622f0) reference count 1158, flags 0x28000d00, source lsd \

(2),
[387 type 5 flags 0x101001 (0x9df32398) ext 0x0 (0x0)]

LW-LDI[type=5, refc=3, ptr=0x9ce0ec40, sh-ldi=0x9df32398]
via 12.0.0.2, GigabitEthernet0/6/0/13, 0 dependencies, weight 0, class 0, \

protected [flags 0x400]
path-idx 0, bkup-idx 1 [0x9e5b71b4 0x0]
next hop 12.0.0.2
local label 16080 labels imposed {16082}

via 14.0.2.2, GigabitEthernet0/6/0/0.3, 3 dependencies, weight 0, class 0, \
backup [flags 0x300]

path-idx 1
next hop 14.0.2.2
remote adjacency
local label 16080 labels imposed {16079}

Load distribution: 0 (refcount 387)

Hash OK Interface Address
0 Y GigabitEthernet0/6/0/13 remote

次に、MPLS LDP出力で IGPルート 211.1.1.1/24を確認する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show mpls ldp forwarding 211.1.1.1/24

Prefix Label Label Outgoing Next Hop GR Stale
In Out Interface

---------------- ------- ---------- ------------ ------------------- -- -----
211.1.1.0/24 16080 16082 Gi0/6/0/13 12.0.0.2 Y N

16079 Gi0/6/0/0.3 14.0.2.2 (!) Y N

RP/0/RSP0/CPU0:router#show mpls ldp forwarding 211.1.1.1/24 detail

Prefix Label Label Outgoing Next Hop GR Stale
In Out Interface

---------------- ------- ---------- ------------ ------------------- -- -----
211.1.1.0/24 16080 16082 Gi0/6/0/13 12.0.0.2 Y N

[ Protected; path-id 1 backup-path-id 33;
peer 20.20.20.20:0 ]

16079 Gi0/6/0/0.3 14.0.2.2 (!) Y N
[ Backup; path-id 33; peer 40.40.40.40:0 ]

Routing update : Nov 27 10:22:19.560 (1d08h ago)
Forwarding update: Nov 27 10:22:29.060 (1d08h ago)

関連トピック

IP LDP高速再ルーティングループフリー代替, （16ページ）
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その他の参考資料
MPLSラベル配布プロトコルに関する詳細については、次の関連資料を参照してください。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router MPLS Command Reference』の「MPLS
Label Distribution Protocol Commands onCisco ASR
9000シリーズルータ」モジュール

LDPコマンド： Cisco ASR 9000 Series Router

『CiscoASR9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

スタートアップ資料

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用しているMIB
を特定してダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用し、[Cisco
Access Products]メニューからプラットフォーム
を選択します。http://cisco.com/public/sw-center/
netmgmt/cmtk/mibs.shtml

—

RFC

タイトルRFC

『Multiprotocol Label Switching Architecture』RFC 3031

『LDP Specification』RFC 3036
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タイトルRFC

『LDP Applicability』RFC 3037

『Graceful RestartMechanism for Label Distribution
Protocol』

RFC 3478

『Definitions of Managed Objects for MPLS LDP』RFC 3815

『Label Distribution and Management』

『Downstream on Demand Label Advertisement』

RFC 5036

『Basic Specification for IP Fast Reroute: Loop-Free
Alternates』

RFC 5286

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/techsupportシスコのテクニカルサポートWebサイトには、
数千ページに及ぶ検索可能な技術情報がありま

す。製品、テクノロジー、ソリューション、技

術的なヒント、およびツールへのリンクもあり

ます。 Cisco.comに登録済みのユーザは、この
ページから詳細情報にアクセスできます。
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